
西向きに大きな窓を配置し、 そこから入り込む西日を利用し、 床や壁、 天井に反射させることで

幻想的な黄金色の空間をつくりだすという設計技法。

ほんのひと時しかみることのできない光景、 という儚さを泡に例えて泡黄金と名づけました。

Concept



モダンな空間にも応用できる

レストランなどで、 壁床天井を鏡面仕上げにすることで

空間全体が黄金に輝き、 自然のエネルギーによって

ラグジュアリーな空間を演出することができる。

Design　Concept
奥に京都の八坂塔がみえる場所に位置し、 空間自体に

家具など一切の装飾は施さない。 夕日によって黄金色に

染まった空間では外に見える塔だけが美しく際立ち、

限られた時間にしか体験することが出来ない幻想的なひと

時を楽しむことができる。


